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地震調査推進本部発表の概要
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2018.7.6
第61回監視評価検討会資料より抜粋

 超巨大地震（17世紀型）が切迫している可能性が高いとされた。

地震調査推進本部
HP資料に一部加筆



千島海溝津波による1F敷地の浸水深
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 アウターライズ津波防潮堤がない箇所から浸水
 T.P.8.5m盤での最大浸水深：1,2号機前で約1.8m

１Ｆ敷地の最大浸水深分布

アウターライズ
津波防潮堤

T.P.+8.5m盤での最
大浸水深：約1.8m
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防潮堤設置の目的ならびに設置にあたっての配慮事項
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＜防潮堤設置の目的＞
切迫性が高いとされている、千島海溝津波に対して、

①T.P.+8.5ｍ盤の浸水を抑制し、建屋流入に伴う滞留水の流出と増加を防ぐ

②T.P.+8.5m盤に設置された重要設備の津波被害を軽減することにより、１F全体の廃炉作
業が遅延するリスクを緩和する
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＜防潮堤設置にあたっての配慮事項＞

１．現在実施中、または計画中の廃炉作業への影響を可能な限り小さくする

２．できるだけ早期に完成する



防潮堤本体の構造形式（検討例）
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例１：砕石積み
（ﾌｨﾙﾀｰﾕﾆｯﾄ）

例２：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁 例３：基礎杭＋パネル

・既設アウターライズ津波防潮堤は砕石積み（フィルターユニット）形式であるが、設置後の占有面

積が比較的大きい。

・廃炉作業への影響を可能な限り小さくするよう、現場状況に合わせて最適な構造形式を選定する。



防潮堤の設置位置（検討例）

5

・工事ヤードが逼迫するエリアについては、防潮堤設置位置を海側にせり出して、T.P.+8.5m盤作業

ヤードを現状より拡幅することも可能。

・廃炉作業への影響を可能な限り小さくするよう、現場状況に合わせて最適な設置位置を選定する。

例１：
フェーシング工事後の
T.P.+8.5m盤側に設置
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例２：
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例３：
T.P.+2.5m盤側に設置
し、背後を埋め戻す
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防潮堤設置検討ライン周辺の現地状況
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４号機側 T.P.+8.5m盤
（フェーシング工事が進捗）

４号機側 T.P.+2.5m盤
（フェーシング工事が進捗）

・３／４号機側は、T.P.+8.5m盤フェーシング工事が進捗しており、工事調整は比較的容易。

一方、１／２号機側は今後綿密な調整が必要。

・設計・工事計画の両面から工夫して、廃炉作業への影響を可能な限り小さくするよう検討する。
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T.P.+2.5m盤境界

T.P.+8.5m盤～
T.P.+2.5m盤境界
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